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基礎情報学の概要

2-4　客観性
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意味ベース

コミュニケーションからの拘束/制約

椅子

記号

意味内容日本語のコミュニケーション
からの拘束/制約

成果メディアのように作用
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擬似的な意味内容の伝達

コミュニティ(社会システム)

参加

常識・ルール

拘束/制約

潜在化

コミュニケーションからの
拘束/制約が身につくと

常識・ルール

構造的カップリング

擬似的な意味内容の伝達

常識・ルール

心的システムの進化

成果メディア



  4

心的システムの進化を促すもの

コミュニティ
(社会システム)

コミュニケーション

このコミュニティの

常識やルールは

なんだろう？

想像

観察

心的システムの進化へ

構造的カップリング
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現実-像

現実-像 現実-像

両者は異なる

相手の
成果メディアを

想像する

相手の
成果メディアを

想像する

心の理論 心の理論

 コミュニケーションが成立コミュニケーションが成立!!

成果メディア 成果メディア

コミュニケーション
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客観性と擬似客観世界

現実-像

主観

疑似客観世界現実-像

主観

コミュニケーションが
成立すると…

共通の常識と認識される

客観性

主観的
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コミュニケーション能力の向上

現実-像の強化

客観性
コミュニケーションの成立

ある程度正確な現実-像

コミュニケーション
能力の向上

より正確な現実-像
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終わり


